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５
月
７
日
（
水
）、
Ｊ
А

松
任
が
食
農
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
取
り
組
ん
で

い
る
松
陽
小
学
校
の
田
植
え

が
、笠
間
町
の
水
田
で
あ
り
、

小
学
校
５
年
生
62
人
が
田
植

え
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
、
Ｊ
А
松
任
職

員
Ｏ
Ｂ
の
南
川
好
隆
さ
ん
の

水
田
で
行
い
、社
会
科
の
農
業
・
米
作
り
の
授
業
で
行
い
ま
し
た
。

南
川
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
Ｊ
А
松
任
営
農
課
の
職
員
５
人
が

応
援
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
一
組
５
～
６
人
で
田
植
え
位
置
の
跡
を
付
け

る
枠
転
が
し
に
挑
戦
し
、
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

み
ん
な
で
一
列
に
並
び
泥

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。

　

収
穫
は
９
月
10
日
頃
、

11
月
頃
に
は
収
穫
し
た
米

を
炊
い
て
食
べ
る
予
定
で

す
。

〜
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
〜

　

５
月
28
日
（
水
）、
松
任
海
浜
公
園
に
お
い
て
、「
第
３
回
年
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
春
季
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
202
名
（
男
性
120

名
、
女
性
82
名
）
で
、
32
ホ
ー
ル
・
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の
個
人
戦
で
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
当
初
予
定
日
は
、
雨
天
に
よ
り

順
延
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
快
晴

で
爽
快
な
空
の
下
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
も
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
男
性
の
部
】

　

優　

勝　

若
林　
　

滋
（
一
木
）

　

準
優
勝　

横
井　
　

彰
（
宮
保
）

　

第
３
位　

中
田　
　

旭
（
加
賀
野
）

【
女
性
の
部
】

　

優　

勝　

篠
崎　

直
恵
（
中
奥
）

　

準
優
勝　

蔵
本　

和
美
（
林
中
）

　

第
３
位　

小
林
外
喜
和
（
一
木
）

〜
中
央
野
菜
集
出
荷
場
・
選
果
場
〜

　

５
月
14
日
（
水
）、
５
名
の
パ
ー
ト
職
員
・
Ｊ

Ａ
職
員
で
ト
マ
ト
の
初
出
荷
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
選
果
機
に
乗
せ
ら
れ
て
流
れ
て
く
る
ト
マ
ト

を
６
種
類
の
大
き
さ
に
選
別
し
ま
し
た
。

　

初
出
荷
で
は
白
山
市
内
（
Ｊ
Ａ
松
任
管
内
）
の

園
芸
農
家
４
軒
が
ト
マ
ト
を
持
ち
込
み
、
約
50

ケ
ー
ス
で
き
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
即
時
に
、
金
沢
卸
売
市
場
に
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
２
位
の
生
産
量
を
誇
る
松
任
産

ト
マ
ト
は
甘
く
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
ト
マ
ト
の
出
荷
量
は
少
な
く
、
５

月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
徐
々
に
増
え
、

出
荷
の
ピ
ー
ク
は
６
月
中
下
旬
と
な
り
ま
す
。

児
童
に
田
植
え
指
導

会
員
202
名
が
熱
戦
!!

松
任
産
ト
マ
ト
初
出
荷
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～
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
前
で
街
頭
宣
伝
活
動
～

　

５
月
17
日
（
土
）、
香
林
坊
の
街
頭
に
お
い
て
、
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
理
解
促
進
に
向
け
た

街
頭
宣
伝
活
動
を
実
施
し
、
通
行
人
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

が
国
民
生
活
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
松
任
か
ら
は
、
青
年
部
盟
友
が
香
林
坊
ア

ト
リ
オ
前
で
の
街
頭
宣
伝
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
街
頭
宣
伝
活
動
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
与
え
る
影
響

は
農
業
問
題
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
に

も
関
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
国
の
根
幹
で
あ
る
食
と
暮
ら
し
、
命
を
守
る
た
め
に
、

一
人
で
も
多
く
の
国
民
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
、
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
全
国
で
実
施
し
て
お

り
、
一
般
消
費
者
並
び
に
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
て
広
く
県
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

今
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

街
宣
活
動
に
は
各
Ｊ
А
の
Ｊ
А
青
（
壮
）
年
部
盟
友
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
部
員
ら
約
30
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。Ｊ
А
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
お
に
ぎ
り
ま
ん
」と
と
も
に
、

「
日
本
の
食
卓
を
守
り
た
い
」
な
ど
の
の
ぼ
り
を
掲
げ
、

「
今
こ
そ
考
え
よ
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
」
な
ど
の
資
料
約

５
０
０
部
を
道
行
く
人
々
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

東
野
明
県
青
壮
年
部
協
議
会
副
委
員
長
、
米
一
美

雪
県
女
性
組
織
協
議
会
長
ら
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握

り
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
重

大
な
問
題
で
す
。
も
っ
と
深
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

【全体運】ゆったりできる時期。必
要な仕事を終えたら自分が好きな
ことを満喫しましょう。習い事に
励むのもグッド

【健康運】スポーツに打ち込めば上
達が早いはず

【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

【全体運】未体験の分野に取り組ん
でみるチャンス。思い切ってトラ
イしてみて。過去に駄目だったこ
とにもリベンジ可能

【健康運】リラックスして過ごせば
問題なさそう

【幸運を呼ぶ食べ物】ウナギ

【全体運】出会い運が上々。趣味や
サークル活動を通じて意気投合で
きる相手と知り合えそう。気の合
う友人との交流も吉

【健康運】散歩やウオーキングがス
トレス解消に◎

【幸運を呼ぶ食べ物】ブドウ

【全体運】感情的になりやすい傾向
がチラリ。深呼吸で冷静さを取り
戻して。ハンドメードを楽しむの
も良い気晴らしに

【健康運】疲れをため込みやすいか
も。休養が大事

【幸運を呼ぶ食べ物】昆布

【全体運】やる気が高まっています。
読書をすることで意外な発見や驚
きがありそう。ネットサーフィン
もお勧めです

【健康運】腰が重くなる月。適度に
体を動かして

【幸運を呼ぶ食べ物】スイカ

【全体運】誰にでも優しくなれるの
で自然と人気者に。特に年下の人
たちから慕われます。運気上昇に
は風鈴を飾って

【健康運】体質に合う食べ物や運動
が見つかる予感

【幸運を呼ぶ食べ物】ハモ

【全体運】つまらないことにこだわ
り孤立しがち。意固地にならず柔
軟な発想を。扇子などの和風小物
を使うと開運に

【健康運】夏バテに注意。ミネラル
と水分の補給を

【幸運を呼ぶ食べ物】ラッキョウ

【全体運】積極性アップ！　何事に
もどんどんチャレンジすれば満足
のいく結果に。買い物はインポー
トアイテムにつき

【健康運】寝不足になりやすい時期。
睡眠を大切に

【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

【全体運】ピリピリしやすい期間。
多少の失敗で落ち込まず、おおら
かに構えて。リフレッシュには足
の裏のマッサージを

【健康運】血行促進にはストレッチ
やヨガが効果的

【幸運を呼ぶ食べ物】モロヘイヤ

【全体運】珍しく気まぐれになりそ
うです。意見をコロコロ変えない
よう、ご用心。かんきつ系ドリン
クで集中力を高めて

【健康運】運動前は十分な準備体操
を。むちゃは厳禁

【幸運を呼ぶ食べ物】レタス

【全体運】周りの悪い部分ばかり目
に付くかも。長所を見るようにし
て。毎日、姿を映す鏡を磨くと運
を呼ぶきっかけに

【健康運】シェイプアップにはス
ポーツがベスト！

【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】レジャー運が活性化。海
や高原などの避暑地に出掛けると、
爽やかな夏気分を味わえます。ヒ
マワリもラッキー

【健康運】クーラーの効き過ぎは ×。
木陰で涼んで

【幸運を呼ぶ食べ物】葉ショウガ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
考
え
て
！

3

7 月

牡羊座　　　
3/21 〜 4/19

牡牛座　　　
4/20 〜 5/20

双子座　　　
5/21 〜 6/21

蟹座　　　　
6/22 〜 7/22

獅子座　　　
7/23 〜 8/22

天秤座　　　
9/23 〜 10/23

蠍座　　　　
10/24 〜 11/22

乙女座　　　
8/23 〜 9/22

水瓶座　　　
1/20 〜 2/18

魚座　　　　
2/19 〜 3/20

山羊座　　　
12/22 〜 1/19

射手座　　　
11/23 〜 12/21
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第
2
回
理
事
会

平
成
26
年
５
月
28
日
（
水
）

午
後
３
時
開
催

　

第
２
回
理
事
会
に
は
10
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、
全
議
案
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
件
の

報
告
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
平
成
26
年
５

月
に
実
施
さ
れ
た
独
立
監
査
法
人

の
監
査
報
告
書
及
び
監
事
監
査
の

監
査
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

『
議　

件
』

第
１
号
議
案　

第
43
回
通
常
総
代

会
の
開
催
並
び
に
付
議
事
項
に
つ

い
て

　

６
月
28
日
（
土
）
に
第
43
回
通

常
総
代
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
、

総
代
会
に
は
９
件
の
議
案
提
出
と

報
告
事
項
が
３
件
報
告
さ
れ
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　

平
成
25
年
度
（
第

43
年
度
）
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
承
認
に
つ
い
て
（
総
代
会
付

議
事
項
）

　

平
成
25
年
度
（
第
43
年
度
）
事

業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
承
認
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
３
号
議
案　

平
成
26
年
度
（
第

44
年
度
）
事
業
計
画
の
設
定
に
つ

い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

平
成
26
年
度
（
第
44
年
度
）
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案　

農
業
経
営
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
（
総
代
会
付

議
事
項
）

　

規
程
に
定
め
る
研
修
等
事
業
に

つ
い
て
、
実
施
地
区
の
範
囲
を
農

業
振
興
地
域
内
限
定
を
外
す
こ
と

に
つ
い
て
、
規
程
の
一
部
変
更
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案　

農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

農
地
中
間
管
理
事
業
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
等
に
伴
い
名
称
変
更
等

所
要
の
変
更
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
規
程
の
一
部
変
更
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の

報
酬
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事

項
）

　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

第
７
号
議
案　

賦
課
金
の
額
、
賦

課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て
（
総
代
会
付
議
事
項
）

　

賦
課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴

収
時
期
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

第
８
号
議
案　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
松

任
の
屋
根
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
松
任
「
ま
い
ど

さ
ん
市
場
」
の
屋
根
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
９
号
議
案　

農
産
物
検
査
業
務

規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案　

定
款
第
21
条
に
基

づ
く
所
要
承
認
に
つ
い
て

　

定
款
第
21
条
に
基
づ
く
所
要
承

認
１
件
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

『
報
告
事
項
』

①
固
定
資
産
の
処
分
状
況
に
つ
い

て
（
総
代
会
報
告
事
項
）

理
事
会
だ
よ
り
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固
定
資
産
一
木
倉
庫
・
旧
千
代

野
店
の
処
分
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

②
Ｊ
Ａ
松
任
園
芸
生
産
振
興
支
援

要
領
に
つ
い
て

　

白
ネ
ギ
・
玉
ね
ぎ
・
ト
マ
ト
の

新
規
作
付
者
等
へ
の
支
援
要
領
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

准
組
合
員
４
名
の
組
合
員
加
入

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

④
そ
の
他

・
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
松
任
「
ま
い
ど

さ
ん
市
場
」
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
大
麦
の
刈
取
り
適
期
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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専用P

イオン松任店様

公立松任石川
中央病院

松任総合運動公園

国道8号線

至小松

至金沢P

P

P

中央支店

ＪＡグリーン
まいどさん市場

本店

選果場

カープラザ

ＪＡ松任
ローンセンター

総合運動公園口

市役所口

土 日 ・ 

土日も営業しています♪

～
Ｊ
Ａ
松
任
酪
農
部
会
～

　

Ｊ
Ａ
松
任
酪
農
部
会
は
、
５
月
20
日
（
火
）

に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ハ
エ
防
除
出
発
式

を
本
店
前
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
牛
舎
の
環
境
美
化
運
動
の
一
環
で

あ
り
、
10
名
の
部
会
員
全
員
が
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

出
発
式
で
は
、
中
西
部
会
長
が
「
年
々
、
酪

農
家
も
減
っ
て
い
る
が
、
牛
舎
を
ハ
エ
の
発
生

し
な
い
環
境
に
整
え
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ

り
、
部
会
員
一
人
一
人
の
し
っ
か
り
し
た
意
識

が
必
要
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
戸
徹
底
防
除
の
実
施
を
呼
び
か

け
、
薬
剤
の
配
送
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
県
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
を

表
彰
す
る
式
典
で
、
石
川
県
下
３
３
４
名
の
う
ち
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
は
６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
組
合
員
お
よ
び
利
用
者
の
方
々
に
「
愛
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
共
済
」
を
目
指
し
ま
す
。

★
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

米
田　

卓
也
（
中
央
支
店
）

山
田　

由
香
（
北
星
支
店
）

崎
田　

明
女
（
西
南
支
店
）

柏
木　

弘
美

　
　
　
（
現
在  
西
南
支
店
）

中　
　

裕
輔
（
西
南
支
店
）

鷲
見　

昌
規

　
　
　
（
現
在  

松
南
支
店
）

ハ
エ
防
除
出
発
式

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
表
彰
式
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お客様感謝祭
ＪＡ松任カープラザ

お客様感謝祭
と き ７月12（土）・13日（日）

ばしょ ＪＡ松任カープラザ

　 日頃の感謝を込めて!!!!

★愛車無料点検　★冷たいそうめん無料配布

★女性無料ハンドマッサージ

9：00～17：00
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黒瀬町

上
う え

田
だ

　凪
なぎ

紗
さ

　ちゃん（5歳9ヶ月）

　　　真
ま

生
い く

　くん（3歳7ヶ月）

父　健
け ん

二
じ

 さん　母　優
ゆ う

子
こ

 さん

千代野西１丁目

村
む ら

木
き

　紗
すず

菜
な

　ちゃん（10歳4ヶ月）

　　　蒼
そ

空
ら

　くん（5歳9ヶ月）

　　　桜
さ

耶
や

　ちゃん（4歳2ヶ月）

　父　廣
ひ ろ

隆
た か

 さん　母　真
ま

紀
き

江
え

さん

番匠町

徳
と く

井
い

　梨
り

紗
さ

　ちゃん（6歳8ヶ月）

　　　悠
ゆう

真
ま

　くん（3歳1１ヶ月）

　父　裕
ひ ろ

隆
た か

 さん　母　恵
え

美
み

 さん

４月に入学・入園し、 新し
い生活に慣れてきました。
これからも、すくすく大きく
なってね。

とても頑張り屋の紗菜。
やさしくて思いやりのある
蒼空。 元気いっぱい食べ
る事が大好きな桜耶。
いつまでも３人仲良く元
気でいてね。

オシャレが大好きな、 お姉ちゃ
ん。 わが家のムードメーカー、
まいく。
これからもステキな笑顔、 たく
さんみせてね。
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楽しみにしていた青バッチがスタ
ートし、講師時間やたくさんの

イベントに毎日はりきっているみ
んな。

もうすぐ始まるお泊り会や様々
な経験を通し、さらに優しくたく

ましい子に成長していってほしい
と願っ

ています。お友達と色んな事に
チャレンジし、楽しい思い出をた

くさん作ろ

うね。

毎朝、「いきいきタイム」の音楽が流れると遊戯室や園庭に集まり、友だちと一緒にリズムにのって身体を動かし、さわやかな汗を流して一日がスタートします。もうすぐ敬老会。かっこいいダンスを見てもらいたいと、今から楽しみにしています。今日は、保育園のマスコットの、ぞうの壁面の前で、はいチーズ！！

村
井
町　

恵
愛
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
（
所
長　

浜は
ま

田だ　

恵け
い　

先
生
）

す
ぎ
の
木
組
、
も
み
の
木
組　

40
名
（
男
児　

23
名
、
女
児　

17
名
）

  

担
任　

本ほ
ん

田だ　

晴は
る

美み　

先
生
、
髙た

か

田だ　

亜あ

理り

菜な　

先
生
、
谷た

に

口ぐ
ち　

弘ひ
ろ

美み　

先
生

源
兵
島
町　

い
し
か
わ
保
育
園　
（
園
長　

荒あ
ら

井い　

美よ
し

子こ　

先
生
）

さ
く
ら
組
、
ま
つ
組　

41
名
（
男
児　

15
名
、
女
児　

26
名
）

　

担
任　

荒あ
ら

木き　

良
り
ょ
う

介す
け　

先
生
、
荒あ

ら

木き　

奈な

央お

美み　

先
生
、
小こ

倉く
ら　

梨り

奈な　

先
生

先生からの連絡帳

先生からの連絡帳
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【
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
４
開
催　
　
　
　

　
　
　
　

～
ミ
ニ
ト
マ
ト
ク
ラ
ブ
～
】

～
農
業
理
解
促
進
部
～

　

５
月
17
日
（
土
）、
松
任
地
域
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
13
ヶ
所
の
子
供

達
を
対
象
に
、
グ
リ
ー

ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
青
年

部
員
が
各
ク
ラ
ブ
を

訪
問
し
て
子
供
達
と

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

定
植
当
日
は
、
青
年
部
か
ら
約
28
名
、
児
童

約
１
９
０
名
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
先
生
2
名
に
参

加
頂
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
す
る
子
供
達
も
い
れ
ば
去
年
参

加
し
て
い
る
子
供
達
も
お
り
、
部
員
の
指
導
の

も
と
、プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
を
入
れ
、苗
を
植
え
て
、

支
柱
を
立
て
た
り
と
、
皆
一
様
に
興
味
を
持
っ

て
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

定
植
作
業
終
了
後
、
最
後
に
一
鉢
一
鉢
に
水

や
り
を
し
ま
し
た
。“
子
供
達
が
毎
日
大
切
に
育

て
た
苗
が
大
き
く
成
長
し
、
や
が
て
真
っ
赤
な

【
中
奥
菜
の
花
ま
つ
り
に
参
加
２
０
１
４
】

～
中
奥
地
区
青
年
部
～

　

４
月
20
日
（
日
）
に
、
中
奥
公
民
館
内
と
周
辺
敷
地
で
、
中
奥
地
区
「
菜

の
花
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
奥
青
年
部
は
、
昨
年
同
様
ポ
ン
菓

子
作
り
で
参
加
協
力
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
菓
子
作
り
に
慣
れ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
少
し
変
わ
っ
た
こ
と
が
出
来
な

い
か
挑
戦
。
昨
年
は
玄
米
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
色
を
つ
け
る
た
め
、
白
米

に
も
ど
し
ま
し
た
。
食
紅
で
色
を
つ
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
分
量
が
分
か

ら
ず
、
初
回
は
全
然
色
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
回
目
以
降
は
、
赤
と
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
淡
い
ピ
ン
ク
で
逆
に
春
ら
し
い
か
わ
い
い
色
に
。

お
客
さ
ん
か
ら
も
「
春
に
ぴ
っ
た
り
な
色
や
ね
」
と
。
ま
た
、
白
米
に
マ
カ

ロ
ニ
を
入
れ
て
作
成
。
マ
カ
ロ
ニ
が
膨
ら
む
と
芋
虫
の
よ
う
で
見
た
目
は
悪

か
っ
た
の
で
す
が
、
味
は
香
ば
し
く
美
味
し

い
。
マ
カ
ロ
ニ
だ
け
頂
戴
と
言
う
子
が
で
る

く
ら
い
大
人
気
で
し
た
。
や
っ
て
み
る
も
の

で
す(

笑)

。
味
付
け
に
チ
ョ
コ
パ
ウ
ダ
ー

を
使
っ
た
も
の
も
試
し
て
み
ま
し
た
。
シ

ロ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
る
と
き
に
甘
い
チ
ョ
コ

の
匂
い
が
広
が
り
自
然
と
人
だ
か
り
が
。

　

毎
年
作
っ
て
い
る
ポ
ン
菓
子
も
、
変
わ
り

種
や
味
付
け
を
変
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
楽

し
み
や
喜
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
た
く
さ
ん
実
り
、
笑
顔
で
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
姿
”
次
に

訪
問
す
る
と
き
は
そ
ん
な
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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【
苗
出
し
作
業
】

～
旭
地
区
青
年
部
～

　

４
月
３
日
（
木
）
か
ら
、
計
５
日
間
か
け
て
（
有
）

あ
さ
ひ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
お
い
て
、
苗
出
し

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
同
様
、
早
朝
５
時
過
ぎ
か
ら
従
業
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
苗
箱
を
一
個
一
個
丁
寧
に
並
べ
て
い

き
ま
し
た
。
早
朝
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
時
間
も
限

ら
れ
て
い
る
の
で
黙
々
と
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
一
服
の
と
き
、
盟
友
か
ら
も

よ
う
や
く
笑
顔
が
見
ら
れ
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し
た
。「
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!
」

【
枝
豆
・
さ
つ
ま
い
も
定
植
】～

宮
保
地
区
青
年
部
～

　

宮
保
青
年
部
で
は
、
気
持
ち
の
良
い
五
月

晴
れ
と
な
っ
た
５
月
17
日(

土)

に
、
公
民

館
子
供
会
と
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
サ
ツ

マ
イ
モ
と
、
昨
年
か
ら
始
め
た
枝
豆
の
定
植

を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
子
供
た
ち
と
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
定

植
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
，
枝
豆
の
苗
は
昨

年
よ
り
も
大
き
く
子
供
た
ち
も
苗
を
植
え
る

の
に
一
苦
労
で
し
た
が
、
非
常
に
楽
し
く
定

植
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
年
も
挑
戦
、
金
時
草
定
植
】～

柏
野
地
区
青
年
部
～

　

柏
野
青
年
部
は
４
月
19
日
（
土
）
に
、
加
賀

野
菜
で
有
名
な
金
時
草
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
も
盟
友
の
知
り
合
い
の
方
に
苗
を
用
意

し
て
頂
き
、
定
植
に
備
え
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
ま
ず
マ
ル
チ
に
等
間
隔
に
穴
を
開

け
、
苗
の
向
き
や
、
ど
の
く
ら
い
土
に
埋
め
れ

ば
い
い
か
を
確
認
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
マ
ル
チ
の
畝
の
ほ
か
、
藁
を
土
の

上
に
敷
き
そ
の
上
か
ら
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

植
え
終
わ
っ
た
後
は
、
川
か
ら
水

を
ひ
き
、
全
体
に
流
れ
る
よ
う
に
畝

の
横
に
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
溝
を
作

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

少
し
肌
寒
い
も
の
の
晴
天
に
恵
ま

れ
、
無
事
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

収
穫
の
際
に
は
、
盟
友
の
努
力
が

実
り
大
豊
作
に
な
る
よ
う
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
に
は
枝
豆
、
秋
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
両
方
の
収
穫
が
今
か
ら
大
変
楽
し

み
で
す
。
豊
作
を
期
待
し
な
が
ら
収
穫
時
期
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
枝
豆
定
植
】

～
石
川
地
区
青
年
部
～

　

今
年
も
石
川
地
区
青
年
部
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

栽
培
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
６
日
（
火
）
に
、
午
前
中
１
時
間
か
け
て
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
約
２
週
間
後
の
５
月

18
日
（
日
）、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
を
１
，
５
０
０
粒

植
え
ま
し
た
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
量
を
減
ら
し
た

分
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
枝
豆
を
作
り
、
作
る
作
物
の
種

類
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

午
前
か
ら
盟
友
15
名
程
で
、
昨
年
と
同
様
、
耕
耘
機
で
畝
を
作
る
と
こ
ろ

か
ら
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
の
作
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
盟
友
の
知
恵
も
借
り
て
、
畝
作
り
か
ら
黒

マ
ル
チ
張
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
枝
豆
の
定
植
と
、
昼
過
ぎ
ま
で
か
か
る
予
定

だ
っ
た
定
植
作
業
も
、
午
前
中
の
う
ち
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
草
む
し
り
な
ど
の
管

理
を
行
い
、
７
月
の
収
穫
を
待
ち
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
方
の
力
も
借
り
、
盟
友
一
同
力

併
せ
て
、
今
年
の
農
業
活
動
を
頑
張
り
ま
す
！

　

子
供
の
参
加
は
約
30
名
、
大
人
も
合
わ
せ

る
と
70
名
を
超
え
る
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
四
和
も
ち
の
田
植
え
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
定
植
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ｍ
ｙ
鉢
へ
の
移

植
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
田
植
え
で

は
、
保
護
者
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
土
の
感
触
と
水
の
気
持
ち
良

さ
に
、
み
ん
な
笑
顔
満
開
で
し
た
。
続
い
て

お
こ
な
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
や
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
移
植
も
、
親
と
子
、
青
年
部
と
子
供
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
お
こ
な
っ
た
田
植
え
用
の
枠
回
し
や
、
機
械
植
え
、
手
で
の
押

し
植
え
も
非
常
に
有
意
義
な
経
験
で
し
た
。
手
順
や
機
械
の
操
作
を
仲
間
や

先
輩
方
に
教
わ
っ
て
、“
地
域
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
頑
張
る
姿
”
は
本
当

に
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
収
穫
し
た
四
和
も
ち
を
使

用
し
た
餅
つ
き
を
初
め
て
行
い
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
と
共
に
秋
の
収
穫
に
想
い
を
馳

せ
、
ま
た
昨
年

以
上
の
収
穫
を

子
供
た
ち
と
一

緒
に
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
青
年

部
で
し
っ
か
り

と
育
て
て
行
く

こ
と
を
心
に
誓

い
ま
し
た
。

【『
食
と
緑
の
郷
づ
く
り
』
子
供
た
ち
の
農
業
体
験
】

～
山
島
地
区
青
年
部
～

　

５
月
11
日
（
日
）、
清
々
し
い
五
月
晴
れ
の
も
と
、
山
島
公
民
館
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
事
業
の
『
食
と
緑
の
郷
づ
く
り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

　

梅
雨
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏

空
の
広
が
る
季
節
で
す
。
連
日
の
猛
暑
と
熱

帯
夜
で
、
体
力
も
奪
わ
れ
が
ち
で
す
ね
。

　

こ
の
時
期
に
収
穫
が
行
わ
れ
る
の
が
イ
草

で
す
。
熊
本
県
や
岡
山
県
な
ど
が
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
草
は
、
畳
や
ゴ
ザ

を
作
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
あ
の
独
特
の
香

り
に
癒
や
さ
れ
て
、
夏
に
は
天
然
の
涼
を
感

じ
る
の
に
最
適
で
す
。
イ
草
を
使
っ
た
畳
や

ゴ
ザ
を
敷
け
ば
、
適
度
な
湿
度
を
保
っ
て
く

れ
ま
す
。
湿
気
が
多
け
れ
ば
吸
っ
て
く
れ
ま

す
し
、
少
な
け
れ
ば
湿
気
を
空
気
に
供
給
し

て
く
れ
る
優
れ
も
の
で
す
。
ひ
ん
や
り
と
し

た
感
触
も
あ
り
、
日
本
の
高
温
多
湿
な
気
候

に
は
ぴ
っ
た
り
と
い
え
そ
う
で
す
。
ま
た
、

畳
な
ら
小
さ
な
子
ど
も
が
転
ん
で
も
、
ほ
ど

よ
い
弾
力
が
あ
り
安
心
で
き
る
な
ど
、
機
能

性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
草
を
効
果
的
に
使
っ
て
暑
さ
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
何
も
せ
ず
暑
さ
に
負
け
て
い

る
と
「
わ
ら
い
ぐ
さ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
。

入
れ
て
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。
植
え
付
け
時

に
は
肥
料
は
ま
っ
た
く
与
え
ず
、
新
根
の

発
生
を
促
し
ま
す
。

（
３
）
追
肥
と
土
寄
せ

　

夏
の
暑
さ
が
遠
の
き
始
め
る
と
ネ
ギ
は

生
育
を
始
め
、
新
葉
が
増
え
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
溝
の
肩
の
部
分
に
、
肥
料
（
有
機
配

合
、
化
成
肥
料
な
ど
）
を
施
し
、
く
わ
で

軽
く
土
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
溝
の
中
へ
落

と
し
入
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
成
長
し
ま

す
の
で
、
第
２
回
、
第
３
回
と
逐
次
追
肥
、

土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
全
体
的
に
は
追
肥

の
重
点
は
前
半
に
、
土
寄
せ
は
後
半
に
、

長
い
軟
白
部
が
多
く
な
る
よ
う
に
仕
上
げ

ま
す
。 

　

土
寄
せ
し
て
か
ら
軟
白
部
が
仕
上
が
る

ま
で
に
は
、
中
～
晩
秋
で
40
日
ほ
ど
か
か

り
ま
す
の
で
、
正
月
を
狙
っ
て
収
穫
す
る

に
は
11
月
中
旬
に
最
後
の
土
寄
せ
を
完
成

す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

（
４
）
風
水
害
の
対
策
を
怠
ら
な
い 

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
肝
心
な
育
成
ス
テ
ー

ジ
に
当
た
り
ま
す
。
台
風
に
見
舞
わ
れ
た

ら
、
早
め
に
畑
を
見
回
り
、
植
え
溝
内
の

排
水
を
図
り
ま
す
。
ネ
ギ
の
根
は
乾
燥
に

は
強
い
で
す
が
過
湿
に
は
大
変
弱
い
の

で
、
対
策
は
急
を
要
し
ま
す
。
風
に
よ
る

倒
れ
は
曲
が
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
起
こ
し
、
姿
勢
を

直
し
て
不
良
品
の
発
生
を
食
い
止
め
ま

し
ょ
う
。

　

春
ま
き
し
た
白
ネ
ギ
（
根
深
ネ
ギ
）
の

苗
は
日
増
し
に
大
き
く
育
ち
、
盛
夏
に
入

る
こ
ろ
に
は
本
畑
へ
定
植
し
ま
す
。
長
く

よ
く
締
ま
っ
た
軟
白
部
を
多
く
作
り
上
げ

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
４
点
で
す
。

（
１
）
苗
の
仕
上
げ 

　

畑
に
条
ま
き
し
て
育
て
て
い
る
苗
は
、

密
な
所
を
間
引
き
、
２
～
３
ｃ
ｍ
間
隔
で

し
っ
か
り
仕
上
げ
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
ア
ブ

ラ
ム
シ
や
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
害
虫

や
、
さ
び
病
、
べ
と
病
な
ど
が
発
生
し
や

す
い
の
で
、殺
虫
剤
（
粒
剤
）
を
株
元
に
、

殺
菌
剤
に
展
着
剤
を
加
え
て
全
体
に
散
布

し
、
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

（
２
）
植
え
付
け 

　

苗
の
直
径
が
１
ｃ
ｍ
以
上
に
育
っ
た
ら

本
畑
に
植
え
付
け
ま
す
。
図
の
よ
う
に
80

～
90
ｃ
ｍ
間
隔
に
、
丁
寧
に
く
わ
幅
の
溝

を
作
り
ま
す
。
溝
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
作

る
に
は
、前
作
が
終
わ
っ
て
空
い
た
畑
は
、

表
面
の
草
、残
葉
な
ど
き
れ
い
に
整
理
し
、

耕
さ
な
い
で
、
地
面
を
固
く
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
苗
を
大
小
二
つ
に
分
け
、
そ
ろ

え
て
か
ら
３
～
４
ｃ
ｍ
間
隔
に
、
壁
面
に

立
て
掛
け
て
植
え
付
け
ま
す
。 

　

植
え
た
後
、
根
元
に
２
ｃ
ｍ
の
厚
さ
に

土
を
入
れ
、
苗
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
足
で

踏
み
つ
け
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に

溝
い
っ
ぱ
い
に
稲
わ
ら
、
干
し
草
な
ど
を

良
質
な
秋
冬
取
り
白
ネ
ギ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木　

利
隆

イ
草一

般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会　

●
檜
山　

靖
洋
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斑点米の原因となるカメムシ類を減らす除草対策にご協力ください 

 

斑点米を起こすカメムシの一種

斑点米 オオトゲシラホシカメムシ アカスジカスミカメ 

 

 松任産米の品質・評価の向上のため、水田周辺の家庭菜園等の管理地・所有地に

おいても、次のとおりご協力をお願いします。

◎６月末までに除草を実施するようにお願いします。
　カメムシ類の餌を除去し、生息数を減らすのに効果的だからです。

◎７月中旬から８月中旬の間の除草は、極力行わないように
　お願いします。
　カメムシ類を水田へ追い込み、斑点米を増やす場合があるからです。

　一部のカメムシは、玄米外観の悪い吸汁痕が残った斑点米を発生させ、被害

が多発すると米の価格を下げるとともに、産米の評価を落とす事につながります。

　そのため生産農家では、カメムシ類による斑点米防止対策として、斑点米カメ

ムシ類の生息場所となる畦畔・農道など水田周辺の雑草地の一斉除草を実施し

ています。

【お問い合わせ】 営農部 営農課  ０７６－２７４－１４７１

■作り方
①玉ねぎは 2×3cmくらいに切ります。人参は薄くたんざ
くに切ります。青梗菜は葉をはずして 3cm角くらいに
切ります。

②鍋に湯をわかし、人参、玉ねぎ、キャベツ、青梗菜の根元、
青梗菜の葉先の順に手早く加えて、すぐにざるにとります。

③ささ身はすじをとり、薄く切って、塩、こしょうを混ぜ、
しばらくしたら片栗粉をまぶしてゆでます。

④えびは背わたをとり、酒、塩、ごま油をかけて混ぜ、片
栗粉も混ぜます。

　沸騰湯にえびを入れて火をとおし、ざるにとります。
⑤フライパンに油、みじん切りにしたにんにく、生姜を入
れて炒め、野菜、ささ身を加え、さっといためて合わせ
調味料を加え強火であえます。

　とろみがついたら、えびを加えて盛り付けます。

旬の野菜で八宝菜旬の野菜で八宝菜

 
女性の会料理クラブ（5月12日開催）
講師：西村  多恵子 先生

■材料（4～ 5人分）
ささ身・・・・2本
　塩・・・・・小さじ 1/4
　こしょう・・少々
　片栗粉・・・大さじ 1

むきえび・・・150 ｇ
　酒・・・・・大さじ 1
　塩・・・・・少々
　ごま油・・・小さじ 1
　片栗粉・・・小さじ 2

青梗菜・・・・1株
新玉ねぎ・・・150 ｇ

人参・・・・・・50 ｇ
キャベツ・・・・150 ｇ
にんにく・・・・1かけ
生姜・・・・・・1かけ
キャノーラ油・・大さじ 2

（合わせ調味料）
　しょうゆ・・・小さじ 2
　酒・・・・・・大さじ 2
　塩・・・・・・小さじ 1
　鶏顆粒だし・・小さじ 1
　ささ身ゆで汁・180cc
　片栗粉・・・・大さじ 1強

その他食材　竹の子、白菜、しいたけ、
キクラゲ、うずら卵、いか等もおすすめ♪

今
月
号
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
女
性
の
会
料
理
ク
ラ
ブ
レ
シ
ピ
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Q 二重マスの文字を
A ～Ｆの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題者）ニコリ

★  

応
募
方
法

　

応
募
は
官
製
は
が
き
で
、
答
の

文
字
を
記
入
し
て
、
次
の
要
領
で

送
っ
て
下
さ
い
。

　

②
の
広
報
誌
「
ま
い
ど
さ
ん
」

へ
の
ご
意
見
は
、
編
集
部
一
同
、

励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★  

応
募
締
切

　
　

7
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

★  

景　

品

　

正
解
者
の
中
か
ら
4
名
の
方
に

小
型
サ
イ
ズ
で
、
持
ち
運
び
に
便

利
な『
デ
ジ
タ
ル
血
圧
系 

手
首
式
』

を
お
贈
り
し
ま
す
。

　

心
調
律
異
常
（
脈
の
乱
れ
）

　

チ
ェ
ッ
ク
機
能
付
き
！

★  

先
月
号
の
当
選
者

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

54
通
の
正
解
の
中
か
ら
次
の
4

名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
景
品
は『
キ
ッ
チ
ン
電
動
ク
リ
ー

ナ
ー
』
で
し
た
）

　

吉
田　

美
栄
子　

様

　

福
田　

登
志
子　

様

　

岩
野　

暁
美　
　

様

　

今
浦　

佳
美　
　

様　

　　　　　★  

先
月
号
の
答
え

　
「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」

①
あ
な
た
が
今
見
て
い
る
の
は
タ
テ
の

○
○ 

③
商
品
を
多
め
に
購
入
し
て
蓄
え
る
こ

と ⑥
部
屋
と
部
屋
を
隔
て
る
建
具
な
ど
の

こ
と 

⑧
今
日
の
お
か
ず
は
メ
ン
チ
○
○
よ 

⑨
茶
わ
ん
よ
り
大
き
め
の
鉢 

⑪
セ
ー
フ
で
は
な
く
て 

⑫
韓
国
料
理
の
一
つ　

生
肉
の
細
切
り

を
調
味
料
で
あ
え
た
も
の 

⑭
く
ち
ば
し
で
樹
木
に
穴
を
開
け
る
鳥 

⑯
何
度
も
何
度
も
か
む
菓
子 

⑱
ビ
ー
ル
の
こ
と 

⑳
七
夕
に
「
彦
星
」
と
会
い
ま
す 

㉑
山
寺
の
和
尚
さ
ん
が
蹴
り
た
か
っ
た

も
の

①草刈りに使う道具 
②国会○○○○に代議士が集

まった 
③ジャマイカは○○○海に浮

かぶ島国 
④周囲より小高くなった土地 
⑤この本が○○○○で小説家

を目指したんだ 
⑦小豆を添えたかき氷のこと
⑩ハイキングに行くとき背負

います 
⑪夏の日の出のころに咲きま

す
⑬もんじゃ焼きで有名な東京

の人工島 
⑮この鳥が軒に巣を作ると縁

起がいいとか 
⑰○○が通れば道理が引っ込

む
⑲テッポウ、ヒメ、オニとい

えば何の花？

★
タ
テ
の
カ
ギ

★ヨコのカギ

①こたえ
②広報誌「まいど

さん」への
　ご意見、ご希望
③郵便番号
　住所
　氏名
　年齢、職業

　　 〒 924-0032

白山市村井町 1776
　JA 松任
　　まいどさん
　　　　クイズ係

５２


